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原木に於けるシヒタケ菌絡の生育と理境との関係
西 Fう
1.緒 雷 シヒグケ栽婚に当りて、之ま
での鉱目を施として伏込み或は之に胞子液を注
加する方法は現在既に多量に栽増されて居る地
域で之に隣接して栽増する場合の他は失敗し易
いから殆んど行はれ十菌綜埋込の方法が採用さ
れて居る。其菌蘇埋込にもシヒグクの発生して
居る良好た栂木から所謂種駒を作り之を詰込む
方法と純粋培養菌赫を詰込む方法がある。此両
義
2.ナラ材に於けるシヒタケ薗絡の聾
延と材の変色との関係 上越の実験施行に
当りてシヒタケ菌紙の発育に適当な温度は培養
基寒天の上では既に判明して得るが之を原木に
植付けた場合の発育&いふ事になると原木に於
ける菌訴の蔓延の程度を簡単に比較する方法を
見出す必要がある。之に就いて筆者はシヒグケ
を植付けた材の筆色と菌綜の発育との関係を先
者とも一得一失があり、前者は種用栂木さへあ づ調査した。
ればよい釈であるが、純粋に菌鯨の蔓延して居 供用シヒグケ菌株は第;4，第23，及第56の3菌
る栂木は比較的得がたく、多くの場合之に混生 株で鋸屑精養基に発育せる菌訴を予め殺菌した
せる雑菌をも植込む結果となる。矯めに目的菌 深底シャーレの底tz:2-3粍の厚さに敷き業上
綿の順調な生育が望めないといふ事になる。斯 陀径3糎長さ 5糎に切ったナヲ材の切片をたき
した欠点は純特需養菌締を横付けた場合には容 遁当に海気を輿へ揖氏24度に保った。斯くて8
易に避け得るから培養菌綜の植込みが一般に普 目、 10日或は12日間を鰹たる後其供試材の費色
及して居る。而も棺付の時期は菌献の蔓延とい 部分を剥ぎ取り、業各種の部分陀就きシヒグケ
ふ点からは何時噴がよいかといふとその発育と 菌綜の蔓延の模様を確かめ、如何なる高さまで
温度及糠度の関係が大きいから之を明らかにす 菌綜が蔓延して来て居るかを調査した。其結果
る事によりて遁期を見出し得る釈である。叉、 は次表の如〈である。(第1表〉
第 1表 ナヲ材に於けるシヒグケ菌綜の蔓延と材質獲色との関係
培餐温度 24度 培養期間 8ー 10日間
守谷 獄番号 受色さ
供拭ナヲ材の各位置〈高さ粍〉に於ける酋織の存否 酋の綜高蔓君高延主，官さe 官
習努85 I 6 1 " 1 9 1 川 ~~1_161 17 1181191 勾 1 21 色豊容のヲ号 音首 の発 〈粍〉
1 4号 10 19.0 + 
2 " " 13.5 + 
3 23号 8 17.0 + 
4 " ゐ 17.0 + 
5 f/ w 16.5 + 。 " n 5.5 + 一 一
7 1/ 12 14.0 + 
8 " h 18.0 + 
9 56号 10 9.0 + + + 
10 1/' " 8.5 + + + 
植付の方法或は被覆も其後の菌綿の発育蔓延tz:
闘係がある。筆者は此点につぎて先年少しく実
験して見たので其結果の樹要を報告する。
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上衰の結果によるとシヒグケ菌鯨を植付け繁
殖せしめたナラ材の襲色の程度と菌綜の蔓延と
は殆んど同様で実現色により菌赫蔓延の程度
を知る事が出来る。勿論$>ヒタケ菌紙以外の菌
による林質の費色も起り得るが之は区別が出来
- 37 - (77) 
る。此結果からシヒグケ菌綜を発育せしめたテ
ラ材に於ける薗.訴蔓延の程度は~~之を顕微鏡
下で検査する手数を省略して簡輩に其材部費色
の模様によって定める事が出来る。
3.樋木に於けるシヒタケ薗絡の壷延
と温度との関係 官ンヒタク原木に対する種菌
植付は英作業上農閉期利用といふ事が大ぎな僚
件には相遣ないが、菌耕、の発育とい'"、点から考
へて何回頃が遁当かといふ事を明らかにしてゐ
〈事が必要でるる。此問題はーつは植付時期の
温度に関係がめり原木内では何度で発育が始ま
るか叉何度で良好かを知る事によって決定し得
る。夫で椅木に植付けた菌綜の発育蔓延と温度
との関係を実験した。 gpち径約3糎のナラ材を
長さ約5糎に切り、之をシヒタケ菌綿の発育蔓
延した鋸屑を敷いた深底シャーレ陀去ぎ切口を
菌鯨に接着せしめ 0，5， 10， 15， 20， 24， 27， 
却， 358を等の各種の温度の定温器K保った。供
用シヒタケ菌株は第4，第23.，及第56号菌株で
10日間培養後に菌綜の蔓延程度を前項の畳色部
の大さで比較した》其韓色の模様は第1図の如
〈である。同図で見る様に費色部は可なり不規
則であるから其大さの調査に当つては互K直角
の方向のこ縦断面を作P業断面K於ける面積で
表はす事とした。業面積の測定には透明な方3
粍の方眼紙を測定せんとする断商上Kj訟を聾色
都内の方眼の数を計算した。供試ナラ林片の大
さは多少の習を異があったので聾色部の大さiJ{IJ定
に当りては聾色部の大きな方から3個の幅の部
分の聾色のみを調査する事とした。其結果は第
2衰の如〈である。
第2衰の結果では第4号菌株の菌綿の蔓延は
27度が最良で24度が之に戎ぎ、第23号菌徐は24
度及27度で最良第65号菌株では24度が最良で20
度が之に次ぐ結果となって居る。概観して供試
3菌株は27度或は之よりも僅か低い温度で最良
の発育を途ぐるものの如〈である。菌赫蔓延の
鍛低は5-10度の聞に存する物の如く 5度では
完〈発育せや10度では精よ〈発育して居る。叉
最高は却ー35度の聞に存する物の如〈である。
此結果から見るとシヒグケ菌献を原木陀植付〈
る時期は気温が10度近〈をたってからでよく夫
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以下の気温の時に横付けても菌紙、は発育筆廷す
る事が出来ない。縫って岡山地方の気候では、
3月頃に植付ければ夫以前に植付け夫物と発育
に差はない訳でるる。然も早く植付けると冬季
の乾燥の需に植込んだ菌締が乾燥し震めに発育
が不良とな-o摺れが多分にある。夫故曜に菌締
の発育といふ点から考へれぽ、 3月頃からの植
付がよい事になる。シヒタケの積付は農閑期利
用といふ立前からは別であるが躍にシヒタケ菌
(78) - 38ー
第 2 表 ナラ材木片内に於けるシヒタケ菌綿の蔓延と培養温度どの関係
供書式菌株 鯵 4 争 鯵 23 号 俸 56 号
供試温度 栃氏零. 5. 10. 15. 20. 24. 27. 30~ 
. 
供 獄 首 株
事 4 号手 蔚 第 23 号菌E 第 56 号告 '量 平 均
I E I E I E 
。00 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
温
5 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
10 23 31 27.0 24 9 16.5 36 。 18.0 20.5 
15 396 309 il35.0 99 99 99.0 126 41 83.5 172.5 
!lO 339 387 3G3.0 223 230 266.5 468 5例 4助・'.0 358.5 
24 65] 531 591.0 333 276 304.5 513 464 4回.5 461.3 
27 707 599 6臼 O 285 324 304.5 450 365 407.5 455.0 
度 30 578 522 550.0 283 288 2l!5.5 380 335 362.5 399.3 
35 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
培養10日間後に於ける観色音容の面積〈単位平方粍〉
鯨の蔓延といふ立場からは3月位が適当の様で 約6分の穿孔をなL之に薗訴を緩めゴムの古タ
ある。 イア片で釘付けにした査をして居た。しかし主
4.シヒタケ薗線の構木への充揖の方 として輩の有無並に方法につeて実験した。
.法と其後の菌総の蔓延 シヒグケ菌‘締の栂 最初行った実験では原木を約30糎に切り之に
木への充墳に当りては穿孔の径の大さ、深さ、 2個宛、穿孔した左記各種の方法で董をなし、
或は充填後の重量・の有無及種類等が其後の菌絡の 植付けた原木は精子瓶に入れ定温器に保った。
生育に影響遣うるべしとは普通に考へられる処で 4月始めに実験を始め1ヶ月聞を経過して後其
ある。此点につき筆者は少しく実験した。筆者 接極部分につきて菌紙蔓延の程度を.比較した。
は前には菌綿の充填は径6分のポートーで深さ 其結巣は次衰の如〈である。
第 3表 楠木へのシヒタケ菌綜塩込の方法及董の有無並に方法と
薗締の蔓延とめ関係 (45日間培養〉
度 115 民 A .115 度 BI 24 ~ 
ボート戸径6分 古 t イヤ片の蓋 3.7-5.5粍 3.5-5 粍
" 蓋 な し 5 -9.5粍 4.7-9.7 4 -5 6 -14.7粍
ボートー筏3分 古ダイヤ片の釜 一 3.5-5.0 3 -5 一
" 軍監 な し 3.らー 7.2 2.3_5.3 3.7-5 5.らー LlI
" 寒天流し込み蓋 4 -4.7 4 -6.5 2.5-3 2.5-9 
" バヲプヰ v流し込み輩 ..2 -・3 2.5-5.5 3.3-4.5 3 --6 
" 17 ラ ピ 糊 議 2.5~8.5 2 -5 2.5-3.5 3 -5.5 
" 水裕子流し込み蓋 4 -・8 5 -10 2.d-3・B 5 -]0 
径 4分署打込 鋲 釘 打 1:. め 一. 10x 3.5 lOx 2.5 一
" ポ F 月F 紙強打ち 一 10x3.0 10 x 2.5 ー
" 宵 9 イヤ謙打ち付 一 lOx3.0 1Ox:!.5 15x3 
" 蓋 打 ち せ ず 10x2 10x2.5 10 x 2.5 15x2 
備考各区栂木2本宛供用、週2凶潜水せしが15/A:Bのみは 1迦に 1回り準水
一卸ー σ曽〉
上表の結果では古タイヤ片で釘付の聾をした
勅は無蓋の物よりは菌綜の発育が多少良好であ
った。然し薗赫植付部tc.2%の懇天を流じ込ん
で査をした物、溶解せるパラフキシを流し込ん
で葺をした物、ワラピ糊で、輩をした物、或は水
耐子を注入して華をした物等では其発育がゴム
e古タイヤ片の董K上とじて著し〈不良で、無査の
勅或は夫よりも不良といふ結果を示した。夫故
査をせサヨとも差支主主〈、植付作業が著し〈簡単
で手聞が省げる訳である。但しとれは実験室で
の結果であ掛ミら、査の有無のととは野外での
結果とは多少一致せぬかもしれぬ。
情ボートーを使用せ十撃を打込み其部分に菌
訴を挿入する方法もあるが、之は結果が不整ー
で充分な結論に到達し得なかった。向撃で打込
む事は想像される程作業が簡単でないから之は
推奨し難い様である。
5.摘要
(1)本報告はシヒグケ菌献を原木への充填の
時期並に方法と業後の菌綿の蔓延との関係を実
験した結果である。
(2)栂木内に於ける菌紙、の発育蔓延によ Pて
材の遜色が起るから、業蔓延の程度は肉眼的に
其材の費色の程度で比較する事が出来る。
(3)栂木内陀於けるシヒタケ菌赫の発育蔓延
は5-10度ぬ聞で開始され24ー 27度が最良で30
-35度の聞に最高限がある。
(4)シヒタケ菌綜を原木内K充績の方法とし
ては径6分のボートー孔の方が径3分のボート
ー孔よりも良好:である.撃を周ひた物はボート
戸よ bも不良であった。
(5)菌綜充填後の査の有無は業後の発育に大
きな痩りはない。普通董釘打付の代り陀寒天、
パラフヰン、水硝子等を流し込んだ物は却で不
良であった。
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